「原爆直後の救護活動と調査」 by 三根 眞理子
1 
 
第４回 「原爆直後の救護活動と調査」核兵器廃絶市民講座（2013年 9月 28日） 




































































































4 番目の長崎医科大学の調査は、調来助先生が学生など 50 人と一緒に 10 月～12 月にか
けて行ったもので、生存者 6691 人、死亡者 1316 人を調査した。調先生は、一年がかりで
6000 枚の調査票を分析し、「長崎における原子爆弾災害の統計的観察」をまとめた。死亡率、
死亡時期、外科的損傷、放射線病という四編に分けて分析している。冒頭では、「長崎を襲
った原子爆弾は一撃にして幾多の人命を奪い或いは傷つけたが、この際果たして幾何の人
員が死亡したか、またその死亡率は幾％に相当するか、これは原子爆弾災害の医学的研究
上極めて重要であるにもかかわらず、今日もなお、確実なる報告に接しない」と述べられ、
そのためにこの分析を行ったことが分かる。性・年齢・住所・けがの状況・経過・転帰、
生存あるいは死亡について、各地区の人数を 50 人内外にして人数を揃え、統計上の誤差を
少なくするという手法がとられている。例えば、距離別の脱毛や口内炎の頻度など、多く
の図表が残されている。 
